
授業科目 科目概要・形式 配当年次 オンライン参加 

看護コンサルテーション 
２単位30時間(15コマ) 

 講義科目 

博士前期１年次 

前期開講 

   可・不可 

「下記7.参照」 

科目責任者 上泉 和子（非常勤） 

担 当 者 上泉 和子（非常勤） 川名 典子（非常勤） 

１．科目のねらい・目標 
＜ねらい＞ 

看護分野におけるコンサルテーションの概念、実践モデル、コンサルタントの役割、およびコンサルテ

ィングのプロセスについて学ぶ。また、高度実践看護師の行うコンサルテーションおよび管理的コンサル

テーションの実践について学ぶ。 

＜目標＞ 

１．APNの特徴的な役割であるコンサルテーションについて、コンサルテーションの理論に基づいたコンサ

ルテーション活動を理解し、APNとしての実践のスキルを開発し、看護職の課題解決能力の向上をめざ

す。 

２．組織において多専門職間で実践するにあたり、組織の文化的影響、組織の人々の行動をふまえて、効果

的な課題解決に資することができる能力を養う。 

２．授業計画・内容 

第１回  コースオリエンテーション（APNの役割とコンサルテーションの必要性について、 

コンサルテーションの定義とAPNのコンサルテーションモデル）        （上泉和子） 

第２回  イントロダクション、コンサルテーション理論（モデル、役割、フェイズとプロセス） 

                                                                                （川名典子） 

第３回  コンサルテーション理論に基づいたコンサルテーション活動の実際       （川名典子） 

第４回  一例を通したAPNとしての役割開発の実際とコンサルテーション活動の実際   （川名典子） 

第５回  コンサルテーション活動の演習①（仮想職務規定と仮想活動内容作成のグループワーク） 

                                               （川名典子） 

第６回  コンサルテーション活動の演習②（模擬事例による実践モデル、プロセスについての 

プレゼンテーションとディスカッション）                   （川名典子） 

第７回  コンサルテーションに不可欠なコミュニケーション－その理論と実際－        （川名典子) 

第８回  コンサルテーション活動で遭遇することの多いサイコオンコロジーとメンタル 

ケアの理論と実践                             （川名典子）  

第９回  経験事例を基にしたディスカッションとスーパービジョン①           （川名典子） 

第10回 経験事例を基にしたディスカッションとスーパービジョン②                 （川名典子) 

第11回 コンサルテーションの概要（コンサルテーションの目的とアウトカム、モデル、タイプ、 

コンサルティングプロセス、コンサルタントの役割）             （上泉和子） 

第12回 コンサルテーションのモデルの一つであるプロセス志向型のコンサルテーション （上泉和子) 

第13回 コンサルタントに必要な知識、スキル、役割開発               （上泉和子） 

第14回 組織におけるコンサルテーションに影響する組織文化、風土と、コンサルテーションの実際                                         

（上泉和子） 

第15回  まとめ（コンサルテーション事例の分析、ディスカッション）        （上泉和子） 

 



３．教科書、参考書 
（参考書） 

・Gordon Lippitt and Ronald Lippitt(1986):The Consulting Process in Action,2nd.Ed.Pfeiffer. 

・パトリシア・アンダーウッド（1995）：コンサルテーションの概要－コンサルタントの立場から、INR、

18(5):5-12. 

・Ann B.Hamric, et.al.（2014）:Advanced Practice Nursing -An Integrative Approach,5th.Ed.Elsevier 

Inc. 中村美鈴、江川幸二監訳（2017）：高度実践看護－統合的アプローチ、Part Ⅱ、高度実践看護のコ

ンピテンシー、第9章コンサルテーション、ヘルス出版. 

・川名典子（2023）：看護の力、会話の力、南江堂. 

・特集「スペシャリストが行うコンサルテーション」（1995）、インターナショナル・ナーシング・レビュ

ー、18（5）. 

・I.D.ヤーロム、S.V.ヴィノグラードフ著、川室優訳（1991）：グループサイコセラピー、金剛出版． 

・山脇成人監修、内富洋介編集（1997）：サイコオンコロジー、診療新社． 

・D.スピーゲル、K.クラッセン著、朝倉隆司、田中祥子監訳（2003)：がん患者と家族のためのサポートグル

ープ、医学書院. 

・川名典子（2014）：がん患者のメンタルケア、南江堂． 

・エドガー・シャイン著、稲葉元吉他訳(1993)：新しい人間管理と問題解決、産能大学出版部. 

・E.H.シャイン著、稲葉元吉他訳（2002）：プロセスコンサルテーション－援助関係を築くこと、白桃書房． 

４．成績評価方法 
・プレゼンテーションの内容 Presentation（20%） 

・ディスカッションへの参加度 Participation in class（10%） 

・レポートReport（70%） 
５．受講要件 
 なし 

６．社会人学生に対する配慮 
 オンライン授業等は相談があれば個別に対応する。オンライン授業の場合はリモートでの同時双方向型授

業を行う。 
７．その他 
・グループワーク等は対面授業にて実施予定。 
・状況に応じてWebex meetingまたはZoomを用いた遠隔講義を実施する。 

・オンデマンドの実施不可 
                                 
 
 


